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This is a case of phytobezoars formed in the stomach of 41-year-old female who was 

a excessive eater of persimmons. 

On January 8, 1960, she was admitted to the university hospital with a chief 

complaint of painless lump in the upper al】〔lomenand was diagnosed initially as stomach 

cancer. 

Upper gastric intestinal X-ray studies revealed existence of three round foreign bodies 

arranged together longitudinally in the stomach. 

At laparotomy, three bezoars and an ulcer at the lesser curvature were found in 

the stomach and then, partial gastrc＜、tomyand gastrojejunostomia antecolica oralis partialis 

inferior with BRAUN’s anastomosis was performed succe話fully.

Chemical examinations reveal日lthat these bezoar吋 werecomposed of insoluble “sibuol＇’ 
which was converted by the action of応1stric acid from soluble “sibuol”contained mainly 

in persimmons, and th＜＇明 W げじ provedto be a kind of phytobezoars. 

緒言

上腹部無痛性腫療を主訴として胃癌の診断のもとに

入院した41才の女子にp レントゲン透視及び胃鋭，ガ

ストロカノラ検査を行いp 胃内結石と判明して手術を

行なった l例を経験したので報告する．

症例

患者： 41才女子p 昭和35年 1月8日入院

主訴：上腹部無痛性肺U:W

既往歴 10年前p 急性虫垂炎Lこt罷忠p 手術を j乏けて

いる他は特記すべきものはない．

家族歴：父方の祖父母が犬ヶ，宵癌及び子宮痛で平E

亡，癌性素因濃厚．

王見病歴：入院の約 1ヵ月前から夜間就眠中軽度の悪

心をれ－rようになり，約2週間前に早朝y 悪心に引き

続いてH匝吐をみた．吐物は黄色粘凋な液体でp 食物怜

溢はないが少量のコーヒー残溢様物を混人していた．

同日某［＇1iのふ引を j三け上腹部に腫痛のあることを指摘

され，胃il'(ji)jの疑があると云われた．約 1週間前から
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空腹時に上腹部の鈍痛を来しP f庶2痛性鹿砲を自分でも

触知する様になった．発病来p n血P 黒色使，応痛p

黄痘p 頭痛p 発熱等を来した事はないがp 最近胸やけ

がある様になった．

尚l年前と比較して約6kg，体重の減少を来してい

る．

現症 ：体格栄養中等度，脈樽，呼吸及び血圧正常p

皮膚やや蒼白p 体温36.7°C，血液像3 尿及び肝機能正

常である．

局所所見 ：腹部は視診上特に異常を認めないがp 触

診により左季肋部に円形p 半球状の鶏卵大の無痛性腫

療を触れる．表面は平滑で境界鮮明p 硬度は弾性硬で

あるが非常に運動性に富みp 特に上下によく移動し呼

気店長に固定しうる．圧痛は腫療の周囲に軽度に認めら

れるのみである．肝，腎p 牌は触れない．

臨床検査成績 ：表 lに示す通りであるがp 特に注意

を要するのはp 胃液に血液の混入，潜血反応があり，

更に胃液の酸度曲線がp 所謂SpatacideKurveを呈す

る点で，胃潰疹の存在を思わせる．レントゲン透視に

より図 lに，）ごすように，胃は全体として弛緩し強度の

胃下垂があって胃底部は骨盤座内にある．胃休部には

図1に示すよ うに直径約 6cm，幽門 ~~；に直径約 3 cmの

円形透明欠損像を認めp 触，；！；；（ごよってこれが臆療とー

表 1 臨尿検査成績

血液所見：赤血球数

血色素量

白血球数

赤沈（中等価）

出血時間

尿所見：正常

糞 便：潜血反応

473 x 104 

100°0 
6.300 
40.5mm 

3分

陽性

胃 液 ：血液混入

港血反応

Sp詰tacideK urveを示す．

（＋） 

（＋） 

肝機能 ．貰痘指数

CoR 

CdR 

B. S. P. 

4 

30分

1

9
%
 

－
p
b
 

血清生化学的検査：
糖 4.lmg Cl 93.2mEq/L 

血清蛋当 6.5g/dl N. P. N. 19.9mg/dl 

Na. 130.0mEq/L 

K 4.45mEq/L 
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致しp 胃内陸を上下によ く移動して回転運動をするこ

とが認められた．

図 1

胃銭，胃カメラ倹査により図 2のよう にp 胃角部の

略々中央に汚い賀補色の苔を被ったill ＇~；］ [Jiを認め，更

に図3に示す様に胃Tiと思われる黒褐色の球面を 2個

認めた．

図 2

図 3
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手術所見：胃小轡部中央に，前後壁にまたがる小鶏

y~大の硬結を触れ硬度は弾性硬で癌性変化を思わせる

が疑膜商は正常で，所属リンパ節の腫脹及び隣接臓探

への転移と思われるものは認められない．胃を触診す

るとp 内部に上から下に向って大P 中P 小3個の胃石

と思われる硬い球状物体を認めた．

1貨疹とJl,:1：胃亜全別術をllJifj＇結腸前胃空腸 l吻合術

及びブラウン氏吻合術を型の如く施行して手術を終つ

fこ．

嫡出標本・刻除胃の内陸を開くと図4に示すような

大P 中F 小 3イ聞の略々球状の胃石を認めた． 3個の胃

石は形成された当時から胃内陸で上p 中p 下と密接し

ていたためかp 中央の胃石の上面及び下面にFacetが

あり，上下の胃石にもこれに対応して夫々 Facetを1

個づっ認めた．従ってP これら 3個以外に胃石は存在

しなかったものと考えられる．

図 4

〉，

ものである．

胃石は其の成因により p 毛髪団塊 Trichobezoareと

他物関石l'lwt<>h＜ 川i川二二大別され，後者は更に果実

紡fi, t;f.R維事lri石p 紗［）！日系,r；石に分類される． Ei1:問塊は

1779年 BaudamantがF 印j倹により発見したものを以

って鳴矢とするがp 昭和18年吉浦氏の凶行によればy

我が国でもそれ迄に 126例を数えている．毛髪団塊は

精神病或はヒステリーの女子が常習的に毛髪を眼下す

るいわゆる食毛癖に因するものが大部分で，此の他小

児が人形の頭＇L~，毛布とかブラシの毛を食べることに

よっても生ずる．

植物胃石は1854年p Quainが；＇｛l]t0Uこより発見した郁

子の実の線維からなるものが最初であるがp 本邦では

1908年（明治42年）三宅氏が蘭草よりなるものを報告

したのが最初である．ォ、 F，萱田によると 1二郎に除け

る胃腸内植物胃石86例中p 柿胃石は61例（70.9%）と報

~I ；·＇更に此の中で果実結石に入るすJ のの全部が柿果実

に基因するものであるとしている．

柿以外の植物胃石構成物質としては，矢毛石による

と内外文献を認査した結果，柿以外は茸7例p 昆布6

例p 豆類 6 仔u，カブラ p オランダ／~：， ミツベ ~4 例，

I耶子果実及び果皮2例＇ J~I伝 ~i（，ウンベの種子各 2

f'.;1j，スグリの果実＇ '[°-・¥!;, 1,iん il!Ji'，＇＞.；キ l例と報告して

いる．植物胃 6の生成機転は赤岩p 今永によるとp 勝

山ベクチン，タンニン酸等を主成分とするものを過

食した場合p 胃の分泌及び運動の異常を来し結石素因

を作ると云いp 泉は柿成分の可溶性シプオ＿，しが胃液

の塩酸の作用で不溶性シプオールとなって！J雪着を起こ

胃石の色は黒褐色p 表面平滑p 弾性硬で重量は夫々 す傾向があってp 一般に空腹持新鮮な櫛物果実殊に柿

約48g,32g, 20g，割面は黄補色のコルク様で所々に果 を過食するとシプオールが析出p ゴム質，タンニン酸

実果皮或は扇子と思われる渋茶色の膜様物を認めた． 等により食物片の凝固を来すためとしてい乙．要する

尚過酸化鉄溶液で陽性反応を呈することからp 柿渋の に柿渋の成分である可溶性シプオールが胃酸によって

主成分であるシプオールを含んでいることが判明し 凝固析出し，更に蛋白質， j則行，胆汁酸等と不溶性の

た．胃粘膜には外側から触れたfiJJi｛：，＇；：こ一致して P 直径 吸着物を形成するのであろ．胃酸度に比例して柿渋の

約 2.5cmの筋問に述する波疹があり p 波疹底は一部ピ 沈澱量が増加しp 胃内容の排出l速度が遅延してP その

ランして出血巣を認めたがp 他の大部分は汚い黄補色 ことが結石の形成を促進する．従って胃酸過多・1,・1・，胃

の苔に覆われてし、た． 下重症，胃アトニーに腎石が合併する事が多いと云わ

波疹辺縁部は堤防状に隆起して弾性硬であったがp れている. ））乙に胃石の所在；＇•，i

車ll織ρfぺ（i'·J 卜jそ ~tでは悪＇i'Iミ化は認、められなか ~， 1二． 氏の報告によると76例中p 胃及び小腸内で発見された

考 按

胃石のBezoarと云うつづりは，ベルシヤ語で“against

poison”即ち毒消しの窓味がありp 古代の東洋人は動

物の胃から見い出された胃石を解毒剤として使用した

胃石は大｛本同数でp 胃内で発見された柿胃石、｝リ人土大

多れお l～2個であ乙が中には H間発見された例もあ

ろ

中直物胃石の臨床症状として著明なものはp それによ

って惹起されるイレウスの症状と胃潰疹の症状であ



871 例の石胃

I) John, R. S. Edward, L. B. Foreign Bodies 

in the Stomach. Pathology (W. A. D. Ande-

rson) 2, 771, 1954. 

2) 中谷隼男：胃及び12指腸の異物．日本外科全書p

19. 66，昭32.

永富一衛：胃石． 日外誌， 15,76, 1915. 

泉正一・ 店本正樹・石田吉治：植物胃石殊に果

実結石並びに其の結成機転について．日消会誌3

30, 263. 1931. 

泉正一・石田吉治：柿の村民成分iシプオール」

の食物消化に及ぼす影響について．日消会誌3

30, 715, 1931. 

6) 泉正一・石田吉治：植物胃石殊に泉実結石並び

に其の結成機転についての続報．日消会誌，31,

27, 1932. 

泉正一・佐藤武雄：植物胃石殊に果実結石並び

に其の結成機転についての帝んがし烈．日消会誌P

31. 799, 1932. 

模哲夫：波疹を伴える宵内柿結Ci手術治験例．

自治会誌＇ 34. 26, 1935. 

江菅政夫：柿渋に関する生物学的研究．京都医

学雑誌＇ .36, 639, 1939. 

堀口道彦： 3才の女児に見られた巨大柿胃石の

1治験例．外科， 16,42, I 954. 

近藤慧他．柿胃Gの l例．外科＇ 16, 264, 1954. 

喜多幅知郎・西JII正一：柿胃石の l例．日外宝

函＇ 28 6i, 2414, 1959. 

小沼禁：柿胃石．岡山医誌， 70回， 471:?.1958. 

岡本存之・高橋頑子：胃内巨大柿右の l例．岡

山医誌， 70 il~！ ， 4712. I 958. 

額田順賀夫・倉田嘉人：胃潰蕩に併発した柿胃

石．岡山医誌， 70,(12),4 700, 1958. 

16）西田勝実 ：柿胃石による閉塗性腸閉塞症の 1

例．広島医誌＇ 12(7), 596, 1959. 

佐藤：E治他：腸閉塞症を起こした柿胃石のl例．

診断と治療＇ 471.)) 789. 1951. 

献交

結石所在部位

胃

( 12指腸
｜空腸
｜廻腸

腸（小腸
｜ 上行結腸
I S字状結腸
L直腸

胃及び小腸

不詳

川
山
？
よ
民
V
F
D
n
U
1止
の
’
b

T

A

－－つ白

2

1

1

 

表2

3) 

4) 

5) 

7) 

9) 

11) 

12) 

る．従来の報告例の多＜ 1わイレウスを起しp 或は胃

の彊癒，異物として手術により発見されたものであ

る．柿胃石は殆ど其の病！？、に柿炭取の事実があり，柿

のi昼食後数時間内に形成さh，大抵上腹部の激痛を起

しτ悪心p 日医吐を伴う．疹痛は大休数日J:漸次緩和

しP ただ鈍痛p 停滞感等を残す事が多いが， 時に発作

的に増強する事がある．殊に食後，胃石の幽門級入に

より強い泊痛発作を来す場合もある．幽門を通過して

腸に下降した胃石はy 大きければ其のまま腸管を閉塞

して，急性症状を惹起し3小さいものも容易に糞便塊，

宿便を形成して停頓閉塞するなど極々の消化障害を起

す．また一旦形成された胃石は，大型で幽門通過不能

の場合にIi，長期間胃中に留まり p 其のための機械的

刺戦により二次的に胃潰疹を発生させる事がある．本

例でも胃石に胃潰疹を合併していたがp 発病以前には

過酸症p 胃潰疹を思わせる症状が無し比較的短期間

にその症状が培強して来た事から考えるとp 恐ら く柿

結石の機被的刺戟によって発生した二次的胃潰蕩であ

ろうと思われる．

三五
ロロ

上腹部無痛性腫療を主訴としF 胃癌の疑で入院した

41才の女子に，レントゲン透視，胃鏡，胃カメラ検査

を行い術前に胃内結石と判明した l例安経験した．開

腹術により胃内陸の轡曲に一致し，上下に密接して存

在していた大p 中p 小3個の胃石を認めたがp 而も胃

小轡中央部に比較的大きな潰疹を合併していたのでP

胃亜全易リ術，結腸前胃腸吻合術p ブラウン氏砂J合術を

施行し，良好な結果を得た．

結

訂正

日本外科宝函第30巻第5号表紙荒木千里先生の GEBURTST，主CEAM  18, MAI 1960とあるは 1961

の誤りにつき議しんで訂正いたします．

753頁1行回予防ぴ（誤〕 予防及び（正）

I) 

2) 


